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＊ ２５ 0 0 2 6 33% 0 0 1 1 0 3 0 3 4
牧野南唯菜 ３７

オニアンワ　デボラ ４７

岩谷　海音 ５１ 0 0 3 12 25% 3 4 75% 2 2 0 4 0 0 4
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戦評

試合No. B２
大会名 平成30年度　関東高等学校女子バスケットボール大会　兼　第７２回関東高等学校女子バスケットボール選手権大会

期　 日 平成30年 ６月 10日（日） 会　　場 カルッツかわさき

昭和学院（千葉） 62
明星学園（東京） 65

女子準決勝 主　審 長谷川　裕 副　審 武藤　陽子　・　菊地　真吾

チーム名 合　　計

ＴＯ Ｆ

松本　菫(CAP) 0

昭和学院（千葉）

氏　　　　名
ス

タ

ー

タ

ー

NO 得点
３Ｐ ２Ｐ フリースロー リバウンド

黒澤　楓 9
西江瑠伽也ワリペ 0

増田泉美 11

Ａ ＳＴ ＢＳ

星　杏璃 6

石邑仁菜

宮城朋佳

大竹優香子 10

松本　茜 6

森長海羽

小林明日香 20

渡辺ひとみ

鈴木　親光

池見碧衣

三田七南 0

中村帆香

リバウンド
Ａ ＳＴ ＢＳ ＴＯ Ｆ

合計 62

明星学園（東京）

氏　　　　名
ス

タ

ー

タ

ー

NO 得点
３Ｐ ２Ｐ フリースロー

瀬沼　アイーシャ　玲未

オドボ　エンデュランス 27
2

臼井　瑠梨
八村　安美菜
西本　有沙

9
田中ナターシャ絵里 6
梶井里緒菜 15

児玉　結唯（CAP） 4

椎名　眞一

合　　　 計 65

１P　両チームマンツーマンディフェンスでスタート。立ち上がり昭和学院は＃８のシュート、＃１１のインターセプトからの速攻でリードを奪う。対する明星学園は＃２５、＃５１のシュートなどで対抗。終盤、
明星学園は＃１７の高さを生かしたプレーで逆転。明星学園が２１－１６とリードし１P終了。
２P　明星学園は３－２のゾーンディフェンスに変化し、相手のミスを誘う。しかしお互いにシュートの確率が上がらず、５分間我慢の時間帯が続く。そこから明星学園が素早いパス回しからリードをじわりと
広げ始める。終了間際、昭和学院＃１７の３PTSが決まるも３４－２９と明星学園リードは変わらず前半終了。
３P　明星学園は引き続きゾーンディフェンスでスタート。昭和学院＃７、＃１１のシュートで差を縮める。さらには＃１７の３PTSが決まり逆転。対する明星学園も＃８８のシュートなどで引き離されない。一進
一退の攻防が続くが、昭和学院＃１１のブザービートで４６－４４と昭和学院がリードし３P終了。
４P　両チームともに意地のぶつかりあった激しい攻防が続く。終盤、昭和学院＃１７の連続３PTSが決まり５点差。明星学園もタイムアウト明け後、ゴールにアタックし３点差。さらには終了間際、明星学園
＃７７の３PTSが決まり同点に追いつき延長戦へ。
OT　両チームマンツーマンディフェンスでスタート。明星学園はゴール下にボールを集め、＃５１、＃１７の得点でリードを奪う。対する昭和学院も＃８の１対１を中心に必死の反撃を試みるも僅かに届か
ず、明星学園が６５－６２と激闘を制し、決勝進出を決めた。

馬場もえ子 2
大塚　羽未 0
清水　愛菜
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得点経過 昭和学院（千葉） 明星学園（東京）


